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1. 2020年3月期第1四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第1四半期 26,488 △11.1 4,519 △26.7 4,666 △25.8 3,305 △43.4

2019年3月期第1四半期 29,800 2.7 6,167 3.6 6,286 3.1 5,843 35.3

（注）包括利益 2020年3月期第1四半期　　921百万円 （△87.1％） 2019年3月期第1四半期　　7,169百万円 （44.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第1四半期 84.25 ―

2019年3月期第1四半期 147.19 ―

(注)当社は、2019月4月1日付けで普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し

て、「1株当たり四半期純利益」を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第1四半期 156,905 124,263 79.2

2019年3月期 159,019 125,110 78.7

（参考）自己資本 2020年3月期第1四半期 124,263百万円 2019年3月期 125,110百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 80.00 ― 90.00 170.00

2020年3月期 ―

2020年3月期（予想） 40.00 ― 40.00 80.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注)当社は、2019月4月1日付けで普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行っております。2019年3月期の配当金については当該株式分割前の実際の配
当金の額を記載しております。

3.　2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 103,000 △6.1 7,700 △27.3 8,100 △25.9 5,800 △31.2 147.85

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は、添付資料P．8「2．四半期連結財務諸表及び主な注記(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計
処理の適用)」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期1Q 40,630,000 株 2019年3月期 40,630,000 株

② 期末自己株式数 2020年3月期1Q 1,400,650 株 2019年3月期 1,400,014 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期1Q 39,229,520 株 2019年3月期1Q 39,703,359 株

(注)当社は、2019月4月1日付けで普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定
して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想につきましては、本資料発表時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、その達成を当社として約束する趣旨のも
のではありません。また、実際の業績は、様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。



持田製薬㈱(4534) 2020年3月期 第1四半期決算短信

- 1 -



持田製薬㈱(4534) 2020年3月期 第1四半期決算短信

- 2 -



持田製薬㈱(4534) 2020年3月期 第1四半期決算短信

- 3 -



持田製薬㈱(4534) 2020年3月期 第1四半期決算短信

- 4 -



持田製薬㈱(4534) 2020年3月期 第1四半期決算短信

- 5 -



持田製薬㈱(4534) 2020年3月期 第1四半期決算短信

- 6 -



持田製薬㈱(4534) 2020年3月期 第1四半期決算短信

- 7 -



持田製薬㈱(4534) 2020年3月期 第1四半期決算短信

- 8 -



3．補足情報
(1)主要製品の売上高

主 要 製 品 の 売 上 高
(2020年3月期 第1四半期実績)

(単位：億円)

第1四半期 年間 第1四半期 年間
実績 実績 実績 見込

 抗うつ剤 レクサプロ 35    150   42    161   + 19%

 高脂血症・閉塞性動脈硬化症治療剤 エパデール 38    145   34    133   △ 10%

 潰瘍性大腸炎治療剤 リアルダ 14    68    21    96    + 47%

 慢性 痛・抜歯後 痛治療剤 トラムセット 59    202   21    81    △ 63%

 慢性便秘症治療剤 グーフィス 4     13    7     47    + 78%

 持続性Ca拮抗降圧剤 アテレック 14    54    12    42    △ 13%

 慢性便秘症治療剤 モビコール -     3     2     33    - 

 抗悪性腫瘍剤 ドキシル 7     27    6     29    △ 7%

 肺動脈性肺高血圧症治療剤 トレプロスト 4     17    4     16    + 11%

 子宮内膜症・子宮腺筋症治療剤 ディナゲスト 5     18    4     16    △ 13%

 血液凝固阻止剤 ヘパリンNa 3     15    3     15    △ 4%

 抗ウイルス剤 アラセナ-A 3     12    3     12    △ 7%

 膵炎・ショック治療剤 ミラクリッド 2     10    2     10    △ 0%

 真菌症治療剤 フロリード 2     10    2     9     + 8%

 尖圭コンジローマ・日光角化症治療剤 ベセルナ 2     10    2     8     + 5%

 後発品 47    197   62    217   + 32%

 スキンケア製品 11    49    12    53    + 9%

・レクサプロは、自社販売と田辺三菱製薬株式会社への販売の合算

・グーフィスは、2018年4月より販売を開始

・アテレックは、アテディオを含む

・モビコールは、2018年11月より販売を開始

前　期 当　期

製　　品　　名 2019年3月期 2020年3月期
対前年

同四半期
増減率
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(2)医薬品等開発状況

【【医薬品】

FYU-981
<ドチヌラド>

MJR-35

<ジエノゲスト>

[ディナゲスト]

MD-0901

<メサラジン>

[リアルダ]

MND-2119

<イコサペント酸エチル>

MLD-55　

<エスシタロプラムシュウ酸塩>

[レクサプロ]

MD-120

<desvenlafaxine>

MD-711

<トレプロスチニル>

MND-21

<イコサペント酸エチル>

[エパデール]

LBAL
<アダリムマブ>

RGB-10
<テリパラチド>

【医療機器】

* ｄMD-001

<アルギン酸ナトリウム>

＊ 2019年3月期決算短信(2019年5月13日公表)からの変更点

検証的治験に区分されます

検証的治験
2) 関節軟骨損傷 自社開発

1) バイオ後続品の開発段階については非開示としております

2) 医療機器の開発段階は医薬品とは異なり、第Ⅰ相から第Ⅲ相のような区分はなく、その内容により探索的治験と

　― 関節リウマチ 注射剤
バイオ後続品
LG Chem社から導入
自社開発

　― 骨粗鬆症 注射剤
バイオ後続品
ゲデオン・リヒター社から導入
自社開発

臨床第Ⅱ/Ⅲ相 肺動脈性肺高血圧症 吸入剤
ユナイテッド・セラピューティクス社から導入
自社開発

臨床第Ⅰ相 高トリグリセリド血症 経口剤
開発地域：中国
住友制葯(蘇州)と提携

臨床第Ⅲ相
うつ病・うつ状態
(小児適応)

経口剤
ルンドベック社から導入
自社開発

臨床第Ⅲ相 うつ病・うつ状態 経口剤 ファイザー(株)と共同開発

臨床第Ⅲ相
潰瘍性大腸炎
(小児適応)

経口剤
シャイアー･ファーマシューティカルズ･グループ
社(現武田薬品グループ)から導入
自社開発

臨床第Ⅲ相 高脂血症 経口剤 自社開発

申請中 痛風・高尿酸血症 経口剤
(株)富士薬品と共同開発
申請：(株)富士薬品

申請中 月経困難症 経口剤
イエナファーム社(現バイエルAG社のグループ
会社)から導入
自社開発

医薬品等開発状況

開発コード
<一般名>
[製品名]

開発段階
1) 予定適応症 剤型 備考
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